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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・本日より管野勝利様がデイケア利用開始。

・12/20(火)実地指導終了。青陽館の指摘事項は無し。

・3/5　医療監査実施予定。普段から確実な業務、環境整備を心掛けること。

・12/22(木)11時より、小野寺ノリ様の地域復帰支援検討会予定。（参加予定：相内）

・災害時に必要な物品リストを各部署で庶務に提出したが、物の位置や数、必要な理由等の詳細を示せるように準備しておくこと。

・1/5より、NPO法人から南寿の里に食事提供がされることになる。それに伴い、青陽館とうみねこ幸房で情報交換し、今後の食事提供について話し合いを設けていく。

・本日16時半より、訪問看護主催の繁名和恵様ケースカンファレンスが2階会議室で行われる。（参加予定：大谷地）

＜利用者様情報＞

・青木　紀子様～右目が充血していると訴えがある。痛みや痒みはないとの事。様子を見て、早めに受診をするように伝えている。

・巴　　勇樹様～2～3日前から倦怠感の訴えが続いており、顔つきの悪い様子が見られている。「帰りたい」と訴えも聞かれており、本日受診時に処方薬が変更となったこと、明日、明後日は欠席させたいことを母様より報告を受けている。病状悪化すると、倦怠感を訴え活動性が低下する傾向にある。内服調整を行っている為、変化がみられた際は情報共有を行っていく。

・繁名　和恵様～朝から幻聴の訴えがあり、リスパダールを服用したいと話されるが、もうしばらく様子を見てから服用することを助言すると、了承されている。また、リスパダールが残り３包しか無い為、今日薬を処方してもらうことは可能かと相談がある。薬が無くなったときに受診し、処方してもらうように伝えている。

・清水　秋男様～青風荘での面談より、本人の食欲が無いこと、睡眠がとれていないとの情報を受ける。本日デイナイトケアを利用しているが、午前中に調子の悪い様子は見られず、昼食は全量摂取されている。様子を見て話し掛け、本人の気持ちを引き出せるよう関わっていく。

・種本　サハ様～服薬後の薬包を確認したところ、本日の昼食後薬に「12/14」と記載されており確認すると、今週一週間分の日付が先週の日付となっていることがある。明日、服薬ボードを持参していいただき、日付の確認を行う予定。また、本人より薬包の確認を求められた場合は、スタッフが意識して確実に確認していくこと。薬をセットする様子も観察していくこと。

・長瀬紘一郎様～デイナイトケアを毎月１回欠席する日がある。本人より、欠席する日の前日にデイケア利用者様から電話連絡があり、翌日長瀬様宅に遊びに来ることを話されている。以前物の押し売り等があった為、今後もトラブルにならによう事実確認を行っていく。

・清水　泰雅様～昨日、母様同伴で外来受診している。母様は本人の就労を希望しているが、本人は難しいと感じているとのこと。担当医より、現在の本人の状況を評価し、今後どのような方向性で進めていくのかを検討していく為にケア会議を開くよう提案がある。関係機関で12月26日～28日の間で日程を調整していく予定。（担当：李）

＜デイケア事例検討＞

久保　興介様（23）男性　統合失調症　デイケア利用：

検討内容：今後の方向性について

長期目標　安定した職に就き、一般的な生活を送る。

中期目標　幸房を休まず利用する。

短期目標　①作業ペースを変えながら、自分の体調を伝える。

②1日の出来事を溜め込まず表現する。

治療計画　①来所時には一週間の仕事の様子を振り返りを兼ねて確認する。

　　　　　②体調の変化を具体的に伝えて、自分で原因について考える。

　　　　　③体調の変化に対して、相談しながら自分のペースを変更し参加する。

現在の状況

・昨日、母様が来所し担当スタッフと面談実施している。うみねこ幸房を辞めて、他の作業所に通うことはできるのか等、質問されている。

　⇒現在の状況から、どこの作業所を利用したとしても、適応できる可能性は低いことが考えられる。また、安易に「通うことが出来る」と答えると家族の独断で行動する可能性がある為、担当医に確認をするなどワンクッションを置く必要がある。担当医より説明する機会を設けて、本人と母様が納得出来るような形をとっていく。

・本人はコンビニでのアルバイトを希望しているが、母様は無理だと考えている。

・現在、母様は仕事をしておらず、日中は自宅にいるとのこと。その為、余計に本人の様子が目に付きやすい生活環境である為、母親様の思いを受け止めていくような家族ケアも必要である。

・本人は居心地の良い場所を探して、幸房、デイケア、青明舎などを歩いている。

・自分だけ構ってほしい、見ていてほしいと強く感じているところがある。

・本人と母様を交えて、デイケア主催のケア会議を開き、今後の方向性について話し合う必要がある。

検討結果
・本人から訴えが聞かれた際は担当医へ確認し、本人へ伝えていくという流れを作っていく。

・母様の不安も考えられる為、この先の見通しについて母様にも同様に伝えていく。

・本人への統一した対応と、今後の方向性を定めるため、本人と母様を交えてケア会議を開催していく。（今年中に日程調整し、年明けに開催予定。デイケア主催で行う。）

＜外来情報＞

・管野　勝利様～退院後、眠れない日が数日あったが、病状の変化ではないとのこと。

・川口　尚良様～風邪症状があるが、薬の処方はない。風邪の為、自律訓練はできなかったと自己申告している。

・巴　　勇樹様～２～３日前からだるさ、眠気がある。睡眠時間は２２時から４時だと話す。フルニトラゼパムが１錠減薬となる。

・平　　京子様～現在体重が５５kgで、肝臓の数値に異常があることから、５２kgを目標に減量するように指導されている。

・青木　紀子様～胸がもやもやすることや、感情が高ぶることがあるとのこと。デパケンが処方されている。

・本多　富美様～今朝、母様と喧嘩したとのこと。飲酒はしていないと話す。

・高柳　和子様～胸がドクドクする感じがあると話す。様子を見ていくように伝えている。

